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　年末年始の休みの最終日、１月３日（日曜日）、七戸町営スキー場には多くの
スキーヤーやスノーボーダーらが訪れていた。年越し寒波などの影響でゲレンデ
は降雪に恵まれ、家族連れなどが新型コロナウイルス感染予防を意識しつつも自
然の中で楽しんでいた。
　写真は、新町町内会在住、山口慈玄（じげん）君６歳、弟の十生（とお）君４歳。
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２
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３
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。
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　コロナ禍により議員研修の機会がなくなり、再開の見通しが立
たないことから、動画を視聴する研修会を実施しました。
　期　日　12月４日（金）
　演　題　「町村議会議員のなり手不足問題と今後の地方議会のあり方」
　講　師　東北大学大学院　情報科学研究科　准教授　河村　和徳　氏
　講師の河村氏は、議員のなり手不足を問題とし、「特に町村議会は、
深刻な問題、議員報酬も生活給的な発想がなければいけない」と話され、
今後の議会の環境づくりについて、貴重な研修となりました。

定例会・臨時会での主な感染症対策
・会議室入出時の手指消毒、マスク着用　　・ドアや窓を開放しての会議室の換気
・傍聴者に感染症対策への協力を要請　　　・風邪症状がある場合の会議出席自粛
　但し、議長が許可する場合は、この限りではありません。例えば、飛行機や重機
の騒音による窓の開閉、一般質問による壇上や質問者席でのマスクの着脱等。

学生�：「発議」って何ですか？
先生�：議会の会議におい
て、議員が「議案」を
議長に提出することを
いいます。七戸町で
は、１つの発議案に関
して２人以上の議員が
賛同しなければ提出す
ることができず、今回
の議案の提出者は、白
石洋議員、賛同者は田
島政義議員と田嶋輝雄
議員の２名です。

学生�：なぜいま「ハラスメ
ント防止条例」を制定
したのですか？

先生�：一緒に提案理由を読
んでみよう。

　　�（提案理由（要約））町
議会議員は、町民全体
の奉仕者として町民の
福祉向上に努め、みず
からの行動や言動に厳
しく対処すべきであ
り、町民に誇れるよ
う、職責を全うしなけ
ればならない。町職員
へのハラスメントは、
業務への支障につなが
り、町民サービスの低
下、社会からの信用及
び信頼を失うことにな
る。よって町職員への
ハラスメント防止に努
め、良好な勤務環境の
実現を目指す。

学生�：素晴らしいですね。
よくわかりました。

令和２年度12月補正予算
区　　　分 補　�　正　�　額 予　算　総　額

一　 般　 会　 計 1億8,738万5千円　　→ 125億7,478万9千円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 290万7千円　　→ 20億2,550万6千円
後 期 高 齢 者 医 療 568万1千円　　→ 4億3,683万1千円
介 護 保 険 3,497万1千円　　→ 26億9,738万4千円
公 共 下 水 道 事 業 687万7千円　　→ 4億5,113万6千円

水 道 事 業 会 計 収益的収入� 0千円　　→
収益的支出� 0千円　　→

3億3,666万0千円
3億0,479万9千円

一般会計補正予算（歳入の主なもの）
・地方交付税　1億6,266万6千円
・国庫支出金　　 8,431万3千円（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）他
・町　　　債　 △7,960万0千円（緊急自然災害防止対策事業債）他

一般会計補正予算（歳出の主なもの）
・総　務　費　1億0,703万5千円�
　　　　　　総務管理費　　　9,373万8千円（新型コロナウイルス感染症対策費）他
・民　生　費　　 3,302万2千円�
　　　　　　社会福祉費　　　2,894万0千円（障害者福祉費）他
・教　育　費　　 2,964万8千円�
　　　　　　社会教育費　　　1,177万3千円（文化財保護費）他
　　　　　　保健体育費　　　1,494万7千円（体育施設費）他
・諸 支 出 金　　 1,085万1千円�
　　　　　　特別会計繰出金　 �521万0千円（介護保険特別会計繰出金）他
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�
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議員研修会

ことばのヒント！

発議って??

（3） 議 会 だ よ り 令和３年２月１日令和３年２月１日 第 63号第 63号



一 般 質 問

住みよいまちづくりのために

町政のここが聞きたい

　12月定例会では、６人の議員から26件の一般質問がおこなわれ、環境問題や指定管理者制度など、活
発な議論が展開されました。

ページ 質問者（質問方式） 主　な　質　問　項　目

６　
山　本　泰　二　議員
（一問一答方式）

＠町の環境政策について
・平成19年度に表明した七戸町新エネルギービジョンの現状は。
・�太陽光発電、木質バイオマス発電、ＢＤＦ、農産バイオマスエネル
ギーの実績と課題は。

・町のＣＯ₂排出量または石油消費量の推移は。
・新政権による2050年ＣＯ₂排出実質ゼロ宣言に対する取り組みは。
・�新エネルギー普及やリサイクル、環境保護等、地球温暖化防止啓発
活動による町民意識は。

・庁舎など公共施設における照明等、省エネ機器の導入状況は。
・町民のエコカーの普及状況は。
・七戸町環境政策課の新設は。
・町民への環境啓発活動、子供たちへの環境教育の取り組み状況は。

７
哘　　　清　悦　議員
（一問一答方式）

＠七戸町農業施設の指定管理者の公募について
・�指定管理者の公募の結果、一般社団法人東八甲田ローズカントリー
１者のみだった理由は。

・�一般社団法人東八甲田ローズカントリーの施設長を昨年６月に新た
に採用しているが、その効果は。

・�５年前は指定管理業務に含めていなかった時給793円の農産物加工
開発研修センターの管理業務が含まれた理由は。

・�設置目的は、達成が困難だと思うが、同施設及び一般社団法人東八
甲田ローズカントリーの方向性について。

・�耐用年数を経過したハウスは、町主導で利用希望者に貸与すべきだ
と思う。今後の見通しは。

＠七戸町文化村物産館の指定管理者の公募について
・�指定管理者の公募について、競争性を持たせ活性化を図るために
は、早期に方針を決め公募の周知を図るべきだと思うが。

・１年前に提案した七彩館の防風・防寒対策等の検討状況は。
＠広報しちのへでの職員紹介について
・�顔写真付きの職員紹介は町民に好評である。今年、顔写真を省略し
た理由は。

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であり、年４回の定例会で行われます。
　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な準備が必要であるため、通告制が採用されています。
　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び将来の方針等について所信をただし、事実関係を明ら
かにすることにより、現行の政策の確認、変更、是正、あるいは新規の政策を採用させるなどの目的効果
があります。

令和３年２月１日令和３年２月１日 第 63号第 63号 （4）議 会 だ よ り



ページ 質問者（質問方式） 主　な　質　問　項　目

８　
佐々木　寿　夫　議員
（一問一答方式）

＠第８期介護保険事業計画について
・介護保険基準額の見通しは。
・�低所得者に対する町独自の介護保険料・介護サービス利用料の減免
制度を設ける考えは。

・�「介護予防・日常生活総合支援事業」について、サービス利用者の
負担額は。

・介護事業所に要支援者へのサービスを委託する場合の単価は。
＠就学援助制度について
・準要保護児童・生徒への入学準備金支給月を前倒しできないか。
・準要保護生徒の高校入学時、入学準備金を支給できないか。
＠健康対策について
・�ピロリ菌の検査料及び除菌のための医療費を支援・無料にできないか。

９
中　野　正　章　議員
（一問一答方式）

＠産業文化まつりの変遷について
・目的とこれまでの経緯は。
・各部門の課題と今後のあり方は。

10
岡　村　茂　雄　議員
（一問一答方式）

＠第２期総合戦略について
・当町は人口減少の割合が大きいが、その要因は。
・移住対策に、新たな視点からの事業を加えているが、その進め方は。
・子育て支援対策の現状と今後の支援は。

11
向中野　幸　八　議員
（一問一答方式）

＠第２期総合戦略の取り組みの新たな視点について
・当町に経済効果をもたらす仕事と雇用を創出するための施策は。
・�住民の幸せを守り、住みたいという希望を叶えるための具体的な施
策は。

・�若い世代の結婚をかなえ、出産、子育てしやすい環境を整えるため
の支援策は。

・�地域住民が輝き、地域全体が活気にあふれる地域づくりを行うため
の推進策は。

※一問一答方式とは、制限時間50分。通告内容を１件ずつ発言し、順番に質疑をしていく。

　皆さん、こんにちは。新企画のお知らせです。このたび、「簡単で読みやすく、
わかりやすい」「教えて！にんに君」を始めることにしました。
　議会についての？（はてな）をにんに君が毎回わかりやすく解説していきます
ので、ぜひご期待ください。

新 設  「教えて！にんに君」コーナー

Vol.1  「町議会と町長はどんな関係？」 

例えば、「○○公園に、滑り台を整備したい」
　この場合、町長は、町議会に対して「○○公園に滑り台を整備する理由」など議会に提案します。
　次に、町議会では、町長からの提案に対して、「滑り台は、小さい子どもが使いやすいか」、「何
年使えるのか」、「安全面への工夫を十分考えているのか」、「整備費用は妥当か」など、町民の声
が反映されているか疑問点を尋ねたり、意見を出し合ったりしながら、どうするか決めます。
　そして、議会の決定をもとに「滑り台の整備」が行われます。
　町議会と町長は、このような関係で七戸町がよりよいまちになるよう、活動しています。

　皆さん、こんにちは。初回は、町議会と町長の関係についてお話しします。
　まず、町長は、町民の皆様にさまざまなサービスを提供しています。それには、“お金”や
“ルール”が必要となります。町議会は、町民の代表である議員が集まり、町のお金の使い道や
ルールを“決定する”場所です。そのほか、町の仕事が正しく行われているか、チェックもして
います。

令和３年２月１日令和３年２月１日 第 63号第 63号（5） 議 会 だ よ り



町長

山本　泰二 議員

政府の2050年CO₂排出実質ゼロ宣言
� に対し、どう取り組むか

宣言を目指し、その要件となる
「地球温暖化対策実行計画」を鋭意作成中

議　

員

　

今
後
の
社
会
活
動
の

様
々
な
取
り
組
み
は
、
Ｓ

Ｄ
G
Ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）ベ
ー
ス
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。

生
産
活
動
も
消
費
活
動
も
、

諸
政
策
も
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
問

題
は
、
今
生
き
て
い
る
私

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
次
の
世
代
の
人
た
ち

に
ど
の
よ
う
な
世
界
を
残

せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環

境
を
未
来
の
世
代
に
受
け

渡
す
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

環
境
政
策
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
）
に
つ
い
て

議　

員

　

平
成
19
年
度
に
表
明
し

た
七
戸
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
各
種
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
績
と

課
題
は
。

　

七
戸
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
町
内
公
共
施
設

へ
太
陽
光
発
電
設
備
を
導

入
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
各
家
庭
へ
は
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
事

業
補
助
金
に
よ
り
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
に

対
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
６
年
間
で

１
２
６
件
の
交
付
実
績
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
町
の
取
り

組
み
に
加
え
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
の
売
電
制
度
な
ど
の

効
果
も
あ
り
、
町
内
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
普
及
は
進
ん
で
き
た
。

他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
事
業
と
し
て
の
実

現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
太

陽
光
や
風
力
等
の
採
算
性
が

見
込
ま
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ

町　

長

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
民
間

企
業
と
協
力
し
な
が
ら
普
及

を
進
め
て
い
く
。

議　

員

　

当
町
の
Ｃ
O₂
排
出
量
ま

た
は
石
油
消
費
量
の
推
移

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

Ｃ
O₂
排
出
量
に
つ
い
て

環
境
省
の
推
計
で
は
、
平

成
29
年
度
に
平
成
17
年
度

と
比
較
し
て
12
・
６
％
、

１
万
９
０
０
０
ｔ
の
減
、
石

油
消
費
量
は
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
統
計
調
査
の
推
計
で

は
、
平
成
29
年
度
に
平
成

18
年
度
と
比
較
し
て
26
・

８
％
、
１
万
３
１
３
４
㎘
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

政
府
の
２
０
５
０
年

Ｃ
O₂
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言

に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

11
月
24
日
現
在
、
24
都
道

府
県
、
２
特
別
区
、
１
４
８

市
町
村
が
宣
言
を
表
明
し
て

い
る
が
県
内
で
は
表
明
市
町

村
は
な
い
。
宣
言
を
目
指
し

そ
の
要
件
と
な
る
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
鋭
意
作

成
中
で
あ
る
。

町　

長

町　

長

議　

員

　

庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設

に
お
け
る
照
明
等
の
省
エ

ネ
機
器
の
導
入
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
役
場
庁

舎
、
城
南
小
学
校
、
七
戸
中

学
校
及
び
天
間
林
小
学
校
、

各
体
育
館
、
道
の
駅
し
ち
の

へ
の
物
産
館
及
び
七
彩
館
、

各
児
童
セ
ン
タ
ー
、
天
間
林

中
学
校
、
七
戸
運
動
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
に
つ

い
て
、
省
エ
ネ
機
器
へ
の
更

新
、
新
設
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
内
の
全
て
の
街

路
灯
、
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
え
て
お
り
、
Ｃ
O₂
排
出
量

は
３
３
３
ｔ
か
ら
２
８
２
ｔ
、

率
で
15
・
４
％
の
減
。
今
後

も
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
機
器

の
導
入
を
順
次
図
っ
て
い
く
。

議　

員

　

環
境
政
策
課
を
新
設
す

る
考
え
は
。

　

現
在
、
環
境
に
関
す
る
業

務
は
社
会
生
活
課
の
生
活
環

境
係
、
新
し
い
分
野
は
企
画

調
整
課
で
行
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
体
制
の
編
成
は
考
え

て
い
な
い
。
緊
急
性
や
必
要

町　

長

町　

長

性
、
各
種
状
況
を
に
ら
み
な

が
ら
考
え
て
い
く
。

議　

員

　

町
民
へ
の
環
境
啓
発
活

動
、
子
供
た
ち
へ
の
環
境

教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
協

力
に
よ
り
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

令
和
２
年
度
の
七
戸
町
教
育

施
策
の
基
本
方
針
で
、
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
環
境
教

育
の
推
進
を
掲
げ
取
り
組
ん

で
い
る
。
小
学
校
で
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
や

講
師
を
招
い
て
の
環
境
出
前

講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
実
施
や
太
陽
光

発
電
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
な
ど

を
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
、

民
間
事
業
者
の
支
援
協
力
を

い
た
だ
き
、
全
小
中
学
校
に

お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室
を
実
施
す
る
。

議　

員

　

環
境
に
関
し
県
を
あ
る

い
は
日
本
を
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
に

な
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

町　

長

一 般 質 問

一問一答方式

（6）議 会 だ よ り

一 

般 

質 

問
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町長

哘　　清悦 議員

施設の設置目的である、農業振興貢献は困難。
� 東八甲田ローズカントリーの今後は

四季をとおして誘客促進を図り
周辺の観光施設との連携を強化していく

議　

員

　

町
内
に
限
定
し
た
こ
と

が
納
得
で
き
な
い
。
地
元

に
該
当
す
る
事
業
者
が
な

い
場
合
、
東
京
か
ら
申
し

込
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も

い
い
と
思
う
。
経
営
者
や

従
業
員
、
何
人
か
で
も
移

住
し
て
く
れ
れ
ば
そ
の
効

果
も
十
分
あ
る
と
思
う
。

管
理
業
務
の
追
加
に
つ
い
て

議　

員

　

５
年
前
は
指
定
管
理
業
務

に
含
め
て
い
な
か
っ
た
時
給

７
９
３
円
の
加
工
施
設
の
管

理
業
務
が
含
ま
れ
た
。
そ
の

業
務
は
今
年
度
管
理
業
務
委

託
料
と
し
て
38
万
８
千
円
の

予
算
計
上
で
あ
る
が
、
指
定

管
理
料
の
積
算
で
は
人
件
費

と
し
て
１
２
３
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
今
年
度
と
同
額

で
計
上
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　

現
在
、
施
設
使
用
の
際
、

利
用
者
の
受
付
や
施
設
の
維

持
管
理
業
務
を
町
職
員
が
行

い
、
業
務
委
託
で
は
施
錠
と

解
錠
、
清
掃
確
認
な
ど
を
委

託
。
指
定
管
理
費
に
は
、
町

職
員
が
行
っ
て
い
た
業
務
を

町　

長

公
募
結
果
に
つ
い
て

議　

員

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、

競
争
性
が
と
て
も
重
要
な

要
素
だ
と
い
う
の
が
共
通

し
た
結
論
だ
と
思
う
。
東

八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
の
指
定
管
理
者
公
募

に
一
般
社
団
法
人
東
八
甲

田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
１

者
し
か
応
募
が
な
か
っ
た

原
因
は
。

　

公
募
範
囲
を
町
内
に
限
定

し
た
点
と
公
募
要
項
に
あ
る

バ
ラ
栽
培
の
技
術
者
を
有
す

る
こ
と
と
い
う
条
件
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
の
人
材
確
保
が

困
難
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

町　

長

病
院
費
分
担
金
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
伴
う
外

来
患
者
の
減
少
で
、
公
立

七
戸
病
院
の
経
営
も
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
予
算
の
病
院
費
分
担

金
は
約
６
億
円
。
そ
の
う

ち
当
町
が
負
担
す
る
の
は

約
５
億
円
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
分
担
金
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　

外
来
患
者
、
入
院
患
者
、

人
間
ド
ッ
ク
、
そ
の
他
の
健

診
な
ど
に
よ
る
減
収
額
は
令

和
２
年
６
月
末
累
計
で
、
前

年
度
同
月
期
と
比
べ
47
・

２
％
の
減
。
額
に
し
て
６
５

０
０
万
円
。
６
月
か
ら
の
人

間
ド
ッ
ク
の
再
開
に
よ
り
、

町　

長

移
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
業

務
委
託
よ
り
増
え
て
い
る
。

将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

議　

員

　

一
般
社
団
法
人
東
八
甲

田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
の

定
款
を
変
更
し
生
産
で
き

る
作
物
の
選
択
肢
を
増
や

し
た
点
は
一
歩
前
進
し
た
。

同
法
人
を
経
営
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に

町
が
保
有
し
て
い
る
株
式

を
譲
渡
し
、
完
全
に
町
か

ら
独
立
し
た
会
社
に
す
る

考
え
は
。

　

ま
ず
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ

カ
ン
ト
ー
の
方
向
性
で
す

が
、
緑
地
公
園
な
ど
の
景
観

整
備
を
し
四
季
を
と
お
し
て

誘
客
促
進
に
つ
な
が
る
事
業

展
開
を
図
り
、
周
辺
観
光
施

設
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
。
ま
た
体
験
ハ
ウ
ス
な
ど

の
農
業
施
設
は
バ
ラ
栽
培
だ

け
で
は
な
く
、
新
規
就
農
者

や
農
業
経
営
者
へ
の
貸
し
出

し
、
体
験
農
園
、
農
業
経
営

者
の
生
活
安
定
を
図
る
施
設

と
し
て
活
用
す
る
。
一
般
社

団
法
人
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ

町　

長

ン
ト
リ
ー
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
花
卉
に
よ
る
農
業

経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
、
普

及
振
興
は
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
度
、
定
款
の
見
直
し
を
行

い
花
卉
を
含
む
生
産
、
販
売
、

加
工
開
発
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
事
業
展
開
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
後
、
施
設
を
整

備
し
た
補
助
事
業
の
制
約
が

あ
る
が
、
組
織
体
制
や
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
経
営
基

盤
を
確
立
さ
せ
自
立
し
た
企

業
運
営
を
目
指
す
。

道
の
駅
し
ち
の
へ
に
つ
い
て

議　

員

①　

競
争
性
を
持
た
せ
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

早
期
に
方
針
を
決
め
、
指

定
管
理
者
公
募
の
周
知
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　

七
彩
館
の
回
廊
の
防

風
・
防
寒
対
策
等
の
改
修

工
事
の
検
討
状
況
は
。

①　

大
き
く
三
つ
考
え
ら
れ

る
。
ど
の
組
み
合
わ
せ
も
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
新
年
度
に
お
い
て
方
針

町　

長

を
し
っ
か
り
定
め
、
適
切
な

時
期
に
お
知
ら
せ
す
る
。

②　

回
廊
の
有
効
活
用
と
し

て
簡
易
な
調
理
設
備
に
よ
る

出
店
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
設

計
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
中
で

あ
り
、
あ
る
程
度
の
防
風
も

含
め
て
協
議
を
し
て
い
る
。

広
報
し
ち
の
へ
で
の

　
　

職
員
紹
介
に
つ
い
て

議　

員

　

毎
年
の
「
広
報
し
ち
の

へ
」
５
月
号
で
の
顔
写
真
付

き
の
職
員
紹
介
は
町
民
に

好
評
で
あ
る
。
今
年
、
顔

写
真
を
省
略
し
た
理
由
と

来
年
か
ら
は
ど
う
す
る
か
。

　

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
の

顔
写
真
の
掲
載
は
平
成
22
年

か
ら
行
っ
て
き
た
。
情
報
量

が
多
く
な
り
ス
ペ
ー
ス
が
非

常
に
窮
屈
に
な
っ
た
こ
と
、

連
絡
調
整
の
ミ
ス
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
重
大
な
ミ
ス

で
あ
り
改
め
て
町
民
の
皆
様

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
こ
れ
を
待
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
で
来
年
に
つ
い
て
は
顔
写

真
を
掲
載
す
る
。

町　

長
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議　

員

　

第
６
期
、
第
７
期
、
第

８
期
と
連
続
し
て
の
引
き

上
げ
は
、
高
齢
者
の
生
活

を
直
撃
す
る
。
高
齢
者
の

生
活
実
態
を
考
え
れ
ば
、

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ

は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
低
所
得
者
に
対
す
る

町
独
自
の
介
護
保
険
料
及

び
利
用
料
に
つ
い
て
減
免

制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

　

現
在
、
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
料
は
、
国
の
制
度
に

よ
り
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
の
保
険
料
の
軽
減
を
実
施

し
て
い
る
。
町
独
自
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
公
平
性
に
欠

け
、
理
解
が
得
ら
れ
が
た
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
設
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議　

員

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
負
担
額
は
。

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
る
単

価
を
上
限
と
し
、
市
町
村
が

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
７
期
は
、
国
が
定
め
る
額

と
同
額
。
第
８
期
に
お
い
て

は
、
介
護
報
酬
の
改
定
も
あ

町　

長

町　

長

第
８
期
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　

計
画
に
つ
い
て

議　

員

　

介
護
保
険
制
度
は
、
３

年
ご
と
に
制
度
改
正
が
行

わ
れ
る
。
令
和
３
年
度
は

改
正
の
年
に
な
り
、
第
８

期
の
介
護
保
険
事
業
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
介
護

保
険
料
基
準
額
に
つ
い
て
、

第
７
期
か
ら
第
８
期
に
お

け
る
引
き
上
げ
額
と
率
は
。�

　

現
在
、
算
定
中
で
あ
り
ま

す
が
、
第
７
期
７
４
８
０
円

と
比
較
し
て
お
お
よ
そ
３
０

０
円
ほ
ど
の
引
き
上
げ
額
。

率
に
い
た
し
ま
し
て
４
・

01
％
。
最
終
的
に
は
２
月
末

ご
ろ
開
催
予
定
の
介
護
保
険

運
営
協
議
会
に
お
い
て
決
定

と
な
る
。

町　

長

り
、
若
干
の
引
き
上
げ
が
見

込
ま
れ
る
が
、
国
が
定
め
る

額
と
同
額
に
設
定
す
る
予
定
。

議　

員

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
十
分
に
考
え
て
、

な
ん
と
し
て
も
町
民
、
高
齢

者
の
生
活
を
し
っ
か
り
支
え

て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

議　

員

　

準
要
保
護
児
童
・
生
徒

の
入
学
準
備
金
は
。
そ
の

支
給
月
は
。

　

小
学
校
入
学
児
童
は
、
５

万
１
０
６
０
円
。
中
学
校
入

学
生
徒
は
、
６
万
円
。
支
給

月
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
６

月
支
給
で
あ
っ
た
が
、
平
成

30
年
度
か
ら
支
給
月
を
早
め

４
月
に
支
給
し
て
い
る
。

議　

員

　

入
学
準
備
金
の
支
給
は
、

実
際
に
入
学
準
備
を
す
る
月

に
合
わ
せ
る
べ
き
。
４
月
以

前
に
支
給
で
き
な
い
か
。

　

入
学
準
備
金
の
支
給
は
、

教
育
長

教
育
長

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
児

童
・
生
徒
の
在
籍
確
認
後
に

支
給
し
て
い
る
。
し
か
し
、

入
学
準
備
は
３
月
以
前
に
行

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

令
和
４
年
度
入
学
児
童
・
生

徒
よ
り
３
月
中
の
支
給
に
向

け
、
学
校
と
協
議
し
、
事
務

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

議　

員

　

高
校
入
学
は
、
さ
ら
に

お
金
が
か
か
る
。
準
要
保

護
生
徒
の
高
校
入
学
時
、

町
独
自
の
入
学
準
備
金
制

度
を
設
け
る
考
え
は
。

　

高
校
の
入
学
準
備
金
は
、

県
に
お
い
て
給
付
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
る
。
そ
の
た

め
町
教
育
委
員
会
で
は
、
独

自
で
制
度
を
設
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

健
康
対
策
（
ピ
ロ
リ
菌
）

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

議　

員

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
が
ん

の
主
な
原
因
で
あ
り
、
胃

が
ん
と
の
関
係
性
が
非
常

に
高
い
。
そ
の
検
査
や
除

菌
に
つ
い
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町

の
平
均
寿
命
は
。

教
育
長

　

男
78
・
５
歳
、
女
86
・
２

歳
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

と
死
亡
率
は
。
ま
た
、
胃

が
ん
の
死
亡
者
数
と
死
亡

率
は
。

　

死
亡
者
数
は
60
人
。
死
亡

率
は
、
人
口
10
万
に
対
す

る
率
で
４
０
０
・
７
。
う
ち
、

胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は

２
人
。
死
亡
率
は
13
・
４
。

議　

員

　

胃
が
ん
の
主
な
原
因
で

あ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
料

及
び
除
菌
の
医
療
費
支
援

は
。

　

町
で
は
国
の
指
針
に
合
わ

せ
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
る
。
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
基

本
50
歳
以
上
の
方
に
最
低
２

年
に
１
回
の
間
隔
で
受
診
、

支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
よ
り
40
歳
か
ら

59
歳
の
方
を
対
象
に
大
腸
が

ん
検
診
を
無
料
で
実
施
し
て

い
る
。
現
段
階
で
は
、
ピ
ロ

リ
菌
に
特
化
し
た
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

町　

長

町　

長

町　

長

町長

佐々木 寿夫 議員

第８期介護保険事業計画における
� 介護保険基準額は

現行、第７期基準額7,480円と比較し
300円程度の引き上げ予想
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町長

中野　正章 議員

農業イベントの要である共進会を
　スポセンで継続開催する考えは

「秋の大収穫祭」と題して道の駅周辺で実施
共進会だけをスポセンに戻すことは困難

店
者
を
対
象
に
次
回
開
催
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
道
の
駅
周

辺
で
の
出
店
希
望
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
「
２
０
１
８
年

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
の
農

林
部
門
を
山
車
団
地
に
て
共

進
会
も
行
う
。
各
農
業
団
体

の
飲
食
販
売
は
七
彩
館
周
辺

で
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、

実
績
報
告
な
ど
か
ら
関
係
機

関
と
協
議
し
、
文
化
部
門
は

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

「
町
民
文
化
祭
」。
農
林
部
門

は
「
秋
の
大
収
穫
祭
」
に
移

行
す
る
こ
と
に
し
た
。
令
和

元
年
度
は
、
新
た
な
試
み
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
共
進
会
出

品
者
に
声
を
か
け
、
七
彩
館

特
設
会
場
に
お
い
て
野
菜
の

即
売
会
を
実
施
し
た
。

議　

員

　

農
畜
産
物
の
共
進
会
は
、

一
般
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
農
家

同
士
の
切
磋
琢
磨
、
生
産

意
欲
向
上
を
促
す
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
農
業
振
興

の
た
め
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
農
林
部
門
の
要
の

企
画
で
あ
る
。
農
業
が
基

幹
産
業
の
当
町
に
お
い
て
、

農
業
イ
ベ
ン
ト
の
核
で
あ

り
出
品
農
家
や
一
般
客
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

産
業
文
化
ま
つ
り
の

　
　
　
　

変
遷
に
つ
い
て

議　

員

　

産
業
文
化
ま
つ
り
の
目

的
と
経
緯
は
。

　

平
成
17
年
の
町
村
合
併
後
、

産
業
文
化
ま
つ
り
を
七
戸
体

育
館
と
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
交
互
に
開
催
。
平
成

24
年
に
は
、
そ
ば
博
覧
会
と

同
時
開
催
。
こ
れ
を
機
に
名

称
を
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
と

変
え
、
文
化
部
門
、
農
林
部

門
が
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

定
着
し
た
。
ま
た
、
平
成
28

年
か
ら
道
の
駅
に
お
い
て
秋

の
大
収
穫
祭
を
開
催
。「
２

０
１
７
年
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス

タ
」
終
了
後
、
農
林
部
門
出

町　

長

議　

員

①　

共
進
会
を
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
考

え
は
。

②　

共
進
会
の
出
品
数
確

保
に
か
な
り
苦
労
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

両
農
協
に
協
力
を
仰
ぎ
、

継
続
す
る
考
え
は
。

　

昨
年
度
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
教
育
委
員

会
主
管
の
「
町
民
文
化
祭
」、

道
の
駅
で
は
、
商
工
観
光
課

主
管
の
「
秋
の
大
収
穫
祭
」

を
開
催
。
農
林
部
門
に
つ
い

て
は
、「
秋
の
大
収
穫
祭
」

の
中
で
開
催
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
共
進
会
だ
け
を
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
戻
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
「
産
業
文
化
ま
つ
り
」、

「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
に

つ
い
て
、
両
農
協
か
ら
多
大

な
る
御
支
援
・
御
協
力
を
い

た
だ
き
開
催
し
て
き
た
。
平

成
30
年
度
に
新
た
な
試
み
と

し
て
、
共
進
会
を
道
の
駅
し

ち
の
へ
周
辺
、
山
車
団
地
に

お
い
て
開
催
。
こ
の
際
、
農

協
の
稲
作
振
興
部
会
を
は
じ

め
、
な
が
い
も
部
会
、
に
ん

に
く
部
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で

町　

長

と
変
わ
ら
ず
出
品
し
て
い
た

だ
い
た
と
と
も
に
、
準
備
か

ら
撤
収
ま
で
御
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
。
共
進
会
の
出
品

数
は
微
減
で
推
移
し
て
い
る
。

内
容
は
、
１
世
帯
か
ら
複
数

出
品
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

開
催
に
あ
た
り
出
品
数
確
保

に
苦
労
し
て
い
た
。

議　

員

　

当
町
に
は
農
協
が
２
つ

あ
る
。
両
地
区
の
農
家
の

交
流
と
い
う
点
に
関
し
、

両
地
域
の
農
家
の
代
表
者

ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
え

た
の
で
は
な
い
か
。

　

農
業
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
地
元
野
菜
、
米
な
ど

に
つ
い
て
、
食
味
、
糖
度
な

ど
の
テ
ー
マ
を
持
っ
た
話
し

合
い
に
よ
り
多
く
の
方
々
に

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
に
は

ど
の
よ
う
な
場
で
行
え
ば
効

果
が
あ
る
の
か
、
Ｊ
Ａ
を
は

じ
め
関
係
団
体
等
情
報
提
供

し
、
ぜ
ひ
そ
う
い
っ
た
開
催

を
求
め
る
声
が
あ
れ
ば
実
現

で
き
る
よ
う
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

町　

長

議　

員

　

各
部
門
の
課
題
と
今
後

の
あ
り
方
は
。

　

昨
年
の
「
秋
の
大
収
穫

祭
」
に
お
け
る
農
林
畜
産
部

門
は
、
道
の
駅
し
ち
の
へ

「
七
彩
館
」
特
設
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
、
生
産
者
に
よ
る

旬
の
野
菜
即
売
を
行
い
、
好

評
を
得
た
。
た
だ
、
催
事
内

容
の
周
知
が
十
分
と
は
言
え

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次

回
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
主

催
者
に
催
事
の
丁
寧
な
お
知

ら
せ
を
す
る
。
ま
た
、
関
係

団
体
と
話
し
合
い
な
が
ら
地

域
の
良
質
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
の
場

と
す
る
た
め
、
各
部
会
が
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
て
る

か
確
認
す
る
。「
町
民
文
化

祭
」
と
し
て
催
し
を
開
催
し

て
い
る
文
化
部
門
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た

団
体
か
ら
今
後
も
継
続
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
開
催
場
所
や
内

容
を
見
直
す
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
が
、
引
き
続
き
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
芸

術
・
文
化
、
そ
の
振
興
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町　

長

一問一答方式
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町長

岡村　茂雄 議員

「第２期総合戦略」における
� 新たな視点とは

「新たなひとの流れを強化する」
「新しい時代の流れを力にする」

議　

員

　

東
北
新
幹
線
七
戸
十
和

田
駅
が
開
業
し
、
町
の
飛

躍
・
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
た
矢
先
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

全
国
の
市
町
村
人
口
の
推

計
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
七
戸
町
の
人
口
減

少
率
は
、
県
内
で
18
番
目
、

上
十
三
地
域
で
は
２
番
目

に
高
い
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
内
容
で
あ
っ
た
。

町
で
も
以
前
か
ら
人
口
減

少
問
題
が
問
わ
れ
、
企
業

誘
致
な
ど
働
く
場
を
中
心

と
し
た
対
策
を
続
け
て
き

た
が
、
思
う
よ
う
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
今

回
「
第
２
期
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
た
わ
け
だ
が
、

効
果
が
あ
る
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

周
辺
市
町
村
よ
り
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

議　

員

　

当
町
の
人
口
減
少
率
が

高
い
要
因
は
。

　

減
少
の
内
訳
と
し
て
、
年

度
に
よ
っ
て
多
少
ば
ら
つ
き

は
あ
る
も
の
の
15
歳
か
ら
20

歳
ま
で
の
進
学
、
就
職
す
る

年
代
、
20
歳
か
ら
35
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
前
半
の
減

少
率
が
比
較
的
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
令
和
元
年
度
の
転

入
者
・
転
出
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で

は
、
転
出
す
る
理
由
と
し
て
、

就
職
、
転
勤
、
転
職
、
就
学

な
ど
が
主
な
理
由
と
な
っ
て

い
る
。
転
入
者
の
増
加
や
転

出
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
が
伸
び

な
い
こ
と
が
社
会
減
と
し
て

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
な
お
、
青
森
県

保
健
統
計
年
報
に
よ
る
と
、

当
町
の
婚
姻
数
は
年
間
約
50

件
程
度
と
変
わ
り
な
く
推
移

し
て
い
る
。
し
か
し
男
性
の

未
婚
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
普
通
出
生
率
の

町　

長

低
さ
と
も
関
係
し
自
然
増
減

の
減
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

議　

員

　

移
住
対
策
は
若
い
世
代

の
減
少
や
少
子
化
の
緩
和

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
人
口

減
少
対
策
の
大
き
な
柱
と

し
て
若
い
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
進
め
て
き
た
。

第
２
期
総
合
戦
略
で
は
東

京
圏
か
ら
の
移
住
支
援
事

業
を
新
た
な
視
点
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
経
緯
は
。�

　

第
１
期
の
基
本
目
標
を
維

持
し
つ
つ
、
町
の
現
状
分
析

を
し
た
う
え
で
、
二
つ
の
新

た
な
視
点
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。
一
つ
目
の
視
点
は
、

「
新
た
な
人
の
流
れ
を
強
化

す
る
」。
具
体
的
に
は
、
例

え
ば
東
京
23
区
に
在
住
も
し

く
は
東
京
圏
に
在
住
し
、
か

つ
東
京
23
区
に
通
勤
し
て

い
た
方
が
七
戸
町
に
移
住

し
、
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業

所
に
就
職
し
た
場
合
、
最
大

１
０
０
万
円
の
移
住
支
援
金

を
受
け
ら
れ
る
移
住
支
援
事

業
を
国
や
県
の
補
助
事
業
と

町　

長

連
携
し
な
が
ら
展
開
し
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
推
進
を
図
る
。

議　

員

　

新
た
な
視
点
の
も
う
一

つ
に
「
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
向
け

た
人
材
育
成
」
が
あ
る
。

６
年
前
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
具
体

的
な
取
り
組
み
は
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
人
材
育
成

は
移
住
対
策
に
も
大
き
な

力
に
な
る
。
第
２
期
総
合

戦
略
で
も
強
調
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を

育
成
す
る
か
。�

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
こ

れ
か
ら
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
よ
り
重
要
に
な
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

の
核
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
新
た
な
視
点
に
加

え
る
こ
と
と
し
た
。
課
題
解

決
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
し
ち
の
へ
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
、
若
者
移
住
促
進

事
業
実
行
委
員
会
、
よ
そ
者

目
線
で
地
域
の
課
題
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
、
さ
ら
に
は
将
来

こ
の
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ

町　

長

な
い
人
材
と
な
る
七
戸
高
校

生
等
、
若
い
世
代
が
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
。

議　

員

　

子
育
て
支
援
も
移
住
対

策
の
大
き
な
視
点
に
な
る
。

長
崎
県
の
大
村
市
は
、
マ

ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
子
育
て

支
援
が
地
元
出
身
者
の
Ｕ

タ
ー
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

当
町
は
経
済
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
る
が
、
産
後
鬱

や
夫
婦
関
係
、
虐
待
問
題

な
ど
、
内
面
的
な
支
援
を

す
る
考
え
は
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
多
岐
に

わ
た
っ
て
子
育
て
支
援
制
度

を
特
に
手
厚
く
行
っ
て
き
た
。

第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
第

１
期
同
様
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
制
度
を
行
う
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
を
含

め
た
町
の
様
々
な
支
援
制
度

の
周
知
、
活
用
を
し
て
も
ら

う
よ
う
、
今
年
度
中
に
ス
マ

ホ
の
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
問

い
合
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
を
整
備

す
る
。

町　

長

議　

員

　

全
国
的
に
広
が
る
急
速

な
少
子
高
齢
化
に
対
応
す

る
べ
く
、
平
成
27
年
度
か

ら
第
１
期
総
合
戦
略
を
策

定
し
数
々
の
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
結
果
、
第
１

期
で
は
出
生
数
が
目
標
値

の
年
間
78
人
を
達
成
。
転

出
意
思
率
も
減
少
さ
せ
た
。

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
意
思
率

を
増
加
さ
せ
た
こ
と
は
大

き
な
効
果
で
あ
る
。
一
方
、

雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、

年
間
30
人
の
目
標
に
対
し
、

21
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

の
ほ
か
子
育
て
家
族
の
移

住
に
つ
い
て
は
、
目
標
を

達
成
で
き
ず
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
受
け
て
見
直
し
を
か

け
た
第
２
期
総
合
戦
略
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。�

一問一答方式
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町長

向中野　幸八議員

若い世代の結婚をかなえ、出産・子育て
� しやすい環境を整えるには

経済的な支援だけではなく、妊産婦など
精神的にも充足して過ごせるようソフト面の
サポートを充実する

第
２
期
総
合
戦
略
の

　

取
り
組
み
の
新
た
な

　
　
　
　

視
点
に
つ
い
て

議　

員

　

当
町
に
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
、
仕
事
と
雇
用
を
創
出

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
進
め
る
考
え
か
。

　

総
合
戦
略
・
政
策
分
野

１
「
七
戸
町
に
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
仕
事
、
雇
用
を
創

出
す
る
」
に
つ
い
て
、
第
１

期
に
引
き
続
き
、
農
家
の
所

得
向
上
を
目
指
し
、
野
菜
作

付
面
積
の
増
、
安
心
・
安
全

な
七
戸
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
の
定
着
、
野
菜
販

売
額
の
増
な
ど
の
取
り
組
み
。

新
規
就
農
者
の
増
加
を
目
指

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
な
ど
も
活
用
す
る
。
ま
た
、

道
の
駅
し
ち
の
へ
を
拠
点
と

し
た
地
域
産
業
の
振
興
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
地
方

移
住
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
対
応
で
き
る
よ
う
環
境
の

整
備
な
ど
を
進
め
る
。

議　

員

　

住
民
の
幸
せ
を
守
り
、

住
み
た
い
と
い
う
希
望
を

町　

長

議　

員

　

全
国
的
に
広
が
る
急
速

な
少
子
高
齢
化
に
対
応
す

る
べ
く
、
平
成
27
年
度
か

ら
第
１
期
総
合
戦
略
を
策

定
し
数
々
の
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
結
果
、
第
１

期
で
は
出
生
数
が
目
標
値

の
年
間
78
人
を
達
成
。
転

出
意
思
率
も
減
少
さ
せ
た
。

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
意
思
率

を
増
加
さ
せ
た
こ
と
は
大

き
な
効
果
で
あ
る
。
一
方
、

雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、

年
間
30
人
の
目
標
に
対
し
、

21
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

の
ほ
か
子
育
て
家
族
の
移

住
に
つ
い
て
は
、
目
標
を

達
成
で
き
ず
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
受
け
て
見
直
し
を
か

け
た
第
２
期
総
合
戦
略
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。�

叶
え
る
た
め
の
具
体
的
な

施
策
は
。

　

総
合
戦
略
・
政
策
分
野
２

「
七
戸
町
の
住
民
の
幸
せ
を

守
り
、
住
み
た
い
と
い
う
希

望
を
か
な
え
る
」
に
つ
い
て
、

第
２
期
で
は
、
新
築
住
宅
の

建
設
支
援
や
子
育
て
世
帯
の

移
住
支
援
を
継
続
。
新
た
な

視
点
の
一
つ
で
あ
る
「
関
係

人
口
」
創
出
の
た
め
、
若
者

に
と
っ
て
身
近
な
情
報
発
信

の
手
段
と
な
っ
て
い
る
動
画

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
の
活
用
。
地
域
の
魅

力
を
積
極
的
に
伝
え
て
い
き
、

地
域
の
交
流
人
口
の
増
大
や

地
域
外
か
ら
の
人
の
呼
び
込

み
、
移
住
に
つ
な
げ
る
よ
う

推
進
す
る
。

議　

員

　

若
い
世
代
の
結
婚
を
か

な
え
、
出
産
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
に
、

ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
る
か
。

　

総
合
戦
略
・
政
策
分
野
３

「
若
い
世
代
の
結
婚
を
か
な

え
、
出
産
・
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
」に
つ
い
て
、

町　

長

町　

長

第
２
期
で
は
、
国
と
連
携
し

た
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を

実
施
す
る
。
経
済
的
な
支
援

だ
け
で
は
な
く
、
妊
産
婦
な

ど
、
精
神
的
に
も
充
足
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
ソ
フ
ト
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
す
る
。

ま
た
、
婚
活
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
民
間
団

体
や
地
域
住
民
主
催
の
出
会

い
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
補

助
す
る
ほ
か
に
、
上
十
三・十

和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
域

の
市
町
村
と
も
連
携
し
、
結

婚
活
動
の
支
援
や
若
者
が
交

流
で
き
る
出
会
い
の
場
の
創

出
に
も
力
を
入
れ
る
。

議　

員

　

地
域
住
民
が
輝
き
、
地

域
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
を
行
う
に

は
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
考
え
か
。

　

総
合
戦
略
・
政
策
分
野
４

「
地
域
住
民
が
輝
き
、
地
域

全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
」
に
つ
い

て
、
第
２
期
で
は
、
若
者
の

地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画

を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
を

進
め
る
。
七
戸
高
校
生
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
移
住
支

町　

長

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
し

ち
の
へ
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
」
な
ど
を
中
心
と
し
た
、

町
民
の
か
た
と
も
連
携
を
図

り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
推
進
。
そ
の
た
め
に
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
作
成
し
た
移
住
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
、
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の

配
信
。
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
町

を
目
指
す
。

議　

員

　

第
２
期
総
合
戦
略
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、
積

極
的
な
事
業
展
開
と
話
題

性
を
持
っ
た
斬
新
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
持
っ
て
進
め
て

も
ら
い
た
い
。
総
合
戦

略
は
、
町
の
重
要
な
課

題
。
少
子
高
齢
化
の
対
策

は
、
ど
こ
の
自
治
体
も
苦

慮
し
て
い
る
。
人
口
減
少

は
、
生
活
を
支
え
る
こ
と

も
難
し
く
な
り
地
域
の
生

活
機
能
が
失
わ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
来
年
度
予
算

を
積
算
す
る
こ
の
時
期
に

改
め
て
第
２
期
総
合
戦
略

を
進
め
る
た
め
の
予
算
は

十
分
な
の
か
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

一問一答方式

（11） 議 会 だ よ り

一 

般 

質 

問
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
11
月
12
日

　

案　

件　

①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②
令
和
２
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　

内　

容　

①�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

し
た
。

　
　
　
　
　

②�

委
員
会
報
告
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
感
染
症
の
今
後
の
状
況
に
対
応
し
た
施

策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
」、「
企
業
誘
致
の

促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
後
の
課
題
の
調
査
を
図
る
べ

き
で
あ
る
」、「
道
の
駅
周
辺
の
開
発
の
調
査

を
図
る
べ
き
で
あ
る
」
を
町
当
局
へ
要
請
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

③�

令
和
３
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管

事
務
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
11
月
13
日

　

案　

件　

①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②
令
和
２
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　

内　

容　

①�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

し
た
。

　
　
　
　
　

②�

委
員
会
報
告
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
感
染
症
拡
大
状
況
下
に
お
け
る
経
済

対
策
を
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
」、「
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
、
高
付
加
価
値
化
、
ブ

ラ
ン
ド
化
、
並
び
に
後
継
者
育
成
を
図
る
べ

き
で
あ
る
」、「
起
業
・
創
業
支
援
を
図
る
べ

き
で
あ
る
」、「
生
活
路
線
及
び
生
活
排
水
路

を
計
画
的
に
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
」、「
七

戸
町
に
適
合
し
た
農
地
集
積
を
図
る
べ
き
で

あ
る
」、「
公
共
事
業
等
の
早
期
発
注
を
継
続

的
に
図
る
べ
き
で
あ
る
」
を
町
当
局
へ
要
請

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

③�

令
和
３
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管

事
務
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
11
月
17
日

　

案　

件　

①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②
令
和
２
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　

内　

容　

①�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

し
た
。

　
　
　
　
　

②�

委
員
会
報
告
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
感
染
症
拡
大
状
況
下
で
の
教
育
・
福
祉

へ
の
対
策
を
今
後
も
推
進
す
る
べ
き
で
あ

る
」、「
文
化
財
の
保
存
・
整
備
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録

（
４
道
県
共
同
）
の
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ

る
」、「
環
境
整
備
対
策
（
不
法
投
棄
及
び
水

質
汚
濁
対
策
）の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」

を
町
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

③�

令
和
３
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管

事
務
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
11
月
19
日

　

案　

件　

①
12
月
定
例
会
の
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　

②�

令
和
２
年
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中
の
継

続
調
査
申
出
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

③�

各
常
任
委
員
会
の
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会

中
の
継
続
調
査
申
出
書
に
つ
い
て

　

内　

容　

①�

総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等

の
説
明
を
受
け
審
査
し
た
。

　
　
　
　
　

②�

特
筆
す
べ
き
事
項
な
し
と
決
定
し
た
。
令
和
３

年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管
事
務
の
継

続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

③��

令
和
３
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管

事
務
の
継
続
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
た
。

◎
道
路
整
備
促
進
特
別
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
12
月
４
日

　

案　

件　

令
和
２
年
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
活
動
報
告

　

内　

容　

�

建
設
課
長
よ
り
提
出
案
件
の
活
動
内
容
報
告
を

受
け
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
が
非
常
に
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
も
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
対
策
を
徹
底
し
、

感
染
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。�

（
編
集
委
員
一
同
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

１
月
６
日
・
14
日
開
催

委
員
長　

山　

本　

泰　

二

副
委
員
長　

佐
々
木　

寿　

夫

委　

員　

小　

坂　

義　

貞

　
　
　
　

二
ツ
森　

英　

樹

　
　
　
　

向
中
野　

幸　

八

　
　
　
　

中　

野　

正　

章
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